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宗
教
的
少
数
派
で
あ
る
ム
ス
リ
ム
の

社
会
的
経
済
的
地
位
は
、
植
民
地
期
に

は
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
植
民
地
経
営
や
社

会
の
近
代
化
に
よ
っ
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の

進
出
が
進
み
、
す
で
に
相
対
的
に
低
下

傾
向
を
見
せ
て
い
た
。
そ
れ
が
決
定
的

に
な
る
の
が
分
離
独
立
時
に
ム
ス
リ
ム

の
有
力
な
層
が
パ
キ
ス
タ
ン
へ
移
住
し

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
独
立

後
の
ム
ス
リ
ム
は
ま
と
ま
り
に
欠
け
、

次
第
に
社
会
的
、
経
済
的
に
多
数
派
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
に
遅
れ
を
と
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
政
府
は

独
立
以
来
、
政
治
と
宗
教
は
別
と
い
う

世
俗
主
義
の
名
の
も
と
に
、
一
九
七
〇

年
代
半
ば
ま
で
ム
ス
リ
ム
に
対
し
て
特

別
な
優
遇
措
置
を
設
け
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
近
年
見
直

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

●
ム
ス
リ
ム
と
政
治

　

イ
ン
ド
で
は
単
に
「
少
数
派
」
と
い

う
と
き
は
、
宗
教
的
な
少
数
派
を
さ
す

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
特
に
「
ム

ス
リ
ム
」
を
実
際
上
意
味
す
る
こ
と
が

多
い
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
少
数
派

に
対
す
る
中
央
政
府
の
政
策
に
変
化
が

見
え
た
の
が
長
ら
く
政
権
の
座
に
あ
っ

た
国
民
会
議
派
を
選
挙
で
や
ぶ
り
、
一

九
七
七
年
に
政
権
の
座
に
就
い
た
ジ
ャ

ナ
タ
ー
党
政
権
期
で
あ
る
。
同
政
権
は

一
九
七
八
年
に
国
家
少
数
派
委
員
会
を

設
立
し
問
題
に
光
を
あ
て
た
。
一
方
、

一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
二
〇
〇
〇
年

代
初
め
に
か
け
て
大
規
模
な
宗
派
間
の

暴
動
が
相
次
い
で
発
生
し
、
ム
ス
リ
ム

な
ど
少
数
派
の
側
に
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
、
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

変
化
が
、
二
〇
〇
四
年
に
成
立
し
た
国

民
会
議
派
率
い
る
統
一
進
歩
連
合
政
権

が
包
摂
の
政
治
を
掲
げ
経
済
や
地
域
格

差
の
問
題
に
加
え
て
、
ム
ス
リ
ム
の
問

題
を
本
格
的
に
取
り
上
げ
る
大
き
な
要

因
と
な
っ
た
。

　

同
政
権
は
二
〇
〇
五
年
に
は
「
サ

チ
ャ
ル
委
員
会
」
を
設
立
し
、
ム
ス
リ

ム
の
状
況
の
報
告
と
状
況
改
善
の
た
め

の
勧
告
を
行
わ
せ
た
が
、
そ
こ
で
改
め

て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
ム
ス
リ
ム

の
社
会
的
、
経
済
的
地
位
が
他
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
相
対
的
に
低
下

し
つ
つ
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た

（Governm
ent of India 

﹇2006b

﹈）。

今
日
で
は
ム
ス
リ
ム
は
、
状
況
を
改
善

し
つ
つ
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
最
底
辺
層

に
社
会
的
、
経
済
的
に
追
い
つ
か
れ
つ

つ
あ
る
。
ま
た
都
市
部
で
は
ム
ス
リ
ム

は
特
定
の
地
域
に
「
ゲ
ッ
ト
ー
化
」
し

て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
る
。

　

社
会
的
経
済
的
地
位
が
相
対
的
に
低

下
し
つ
つ
あ
る
ム
ス
リ
ム
が
順
調
に
社

会
的
、
経
済
的
発
展
の
軌
道
を
歩
む
た

め
に
も
っ
と
も
重
要
と
さ
れ
る
の
が
教

育
で
あ
る
。
例
え
ば
サ
チ
ャ
ル
委
員
会

は
、
一
旦
学
校
教
育
と
い
う
「
ハ
ー
ド

ル
」
が
ク
リ
ヤ
ー
さ
れ
れ
ば
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
間
の
差
異
は
相
当
無
く
な
る
で

あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
教

育
の
他
に
も
、
社
会
的
経
済
的
基
盤
整

備
な
ど
改
善
す
べ
き
点
は
多
く
あ
る
。

そ
の
代
表
例
の
ひ
と
つ
は
近
代
生
活
に

欠
か
せ
な
い
準
公
共
財
で
あ
る
電
気
で

あ
る
。
イ
ン
ド
政
府
は
二
〇
〇
五
年
の

国
家
電
化
政
策
で
五
年
の
う
ち
に
全
世

帯
が
電
気
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
宣
言
し
た
が
、
実
態
は
現
在
で

も
多
く
の
世
帯
に
は
電
気
が
来
て
い
な

い
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
ム
ス
リ
ム
と

他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
間
に
電
気
が
来

て
い
る
か
ど
う
か
、
よ
り
具
体
的
に
は

「
電
灯
」
を
使
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、

そ
の
状
況
に
は
差
が
あ
る
の
か
無
い
の

か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

●
準
公
共
財
の
供
給
と
ム
ス
リ
ム

　

電
灯
に
限
ら
ず
、
そ
も
そ
も
、
特
定

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
特
定
の
準
公
共
財

を
得
難
い
と
い
う
状
況
は
ど
の
よ
う
に

生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
論

と
し
て
、
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
準

公
共
財
の
供
給
の
関
係
を
説
明
す
る
理

論
は
大
き
く
、
以
下
の
二
つ
に
ま
と
め

ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

仮
説
一
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
混
在
仮
説

　

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
混
在
す
る

と
こ
ろ
で
は
個
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

電
灯
と
ム
ス
リ
ム 

―
準
公
共
財
の
供
給
と
社
会
的
弱
者
層

近
藤
則
夫
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選
好
が
違
っ
た
り
、
あ
る
い
は
他
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
亀
裂
が
大
き
い
た

め
、
ま
と
ま
っ
て
強
く
要
求
を
打
ち
出

す
こ
と
が
難
し
く
、
準
公
共
財
を
獲
得

す
る
強
い
要
求
が
形
成
さ
れ
に
く
い
。

そ
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
混
在
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
財
の
供
給
レ
ベ

ル
も
低
く
な
る
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
下
位
の
仮
説
が

あ
る
（Alesina et al.

﹇1999

﹈, M
iguel 

and Gugerty

﹇2005

﹈, Banerjee 
et al.

﹇2005

﹈, H
abyarim

ana, et 
al.

﹇2007

﹈）。

仮
説
二
：
社
会
的
弱
体
性
仮
説

　

そ
も
そ
も
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
本
稿
の
場
合
、
ム
ス
リ
ム
）
が
社
会

的
に
弱
体
で
自
ら
の
要
求
を
強
く
打
ち

出
せ
な
い
こ
と
が
準
公
共
財
の
獲
得
を

難
し
く
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
で
あ
る

（
イ
ン
ド
の
ム
ス
リ
ム
に
つ
い
て
は
：

Betancourt and Gleason
﹇2000

﹈, 
B
an

erjee an
d
 So

m
an

ath
an

﹇2007

﹈, Alam

﹇2008

﹈）。

　

こ
の
二
つ
の
一
般
的
仮
説
を
イ
ン
ド

の
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
電

灯
と
い
う
準
公
共
財
の
供
給
に
関
し
て

統
計
的
に
検
証
し
て
み
た
い
。
そ
の
場

合
、
分
析
は
以
下
の
二
点
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、イ
ン
ド
の
場
合
、

州
に
よ
っ
て
社
会
的
状
況
が
か
な
り
違

う
の
で
、
州
ご
と
に
焦
点
を
あ
て
て
分

析
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
こ
こ
で
は
ム
ス
リ
ム
人

口
比
の
高
い
、
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー

シ
ュ
州
、
ビ
ハ
ー
ル
州
、
西
ベ
ン
ガ
ル

州
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ナ
ル
な
亀
裂
が
甚

だ
し
い
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
を
分
析
す

る
。
つ
ぎ
は
実
際
的
見
地
か
ら
の
理
由

で
あ
る
が
、検
証
は
都
市
部
に
限
っ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
農
村
部
の
デ
ー
タ

を
検
証
す
る
た
め
に
は
各
世
帯
の
送
電

網
か
ら
の
距
離
、
地
理
的
状
況
な
ど
、

よ
り
多
く
の
要
因
を
考
慮
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
変
数

を
そ
ろ
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

非
常
に
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、

都
市
部
で
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
変
圧

器
は
近
接
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
各
地

区
、
各
世
帯
に
電
線
が
引
か
れ
る
か
ど

う
か
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
世
帯
が
お

か
れ
る
地
理
的
状
況
の
差
違
を
考
え
る

必
要
性
が
う
す
い
か
ら
で
あ
る
。ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
格
差
の
問
題
が
あ

る
と
す
る
と
、
都
市
部
の
方
が
よ
り
顕

著
に
表
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
大

き
な
理
由
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
少
数
派

は
都
市
の
特
定
の
地
区
に
ま
と
ま
っ
て

居
住
す
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
暴
動
な

ど
、
対
立
が
激
し
い
状
況
が
あ
れ
ば
さ

ら
に
明
確
に
な
る
。

● 

ム
ス
リ
ム
人
口
比
率
と
電
灯
使

用
率

　

ま
ず
、
表
1
で
都
市
部
に
お
け
る
ム

ス
リ
ム
人
口
比
率
と
平
均
の
電
灯
使
用

率
を
見
て
み
た
い
。
農
村
部
も
含
め
た

全
イ
ン
ド
の
ム
ス
リ
ム
人
口
比
率
は
一

三
・
四
％
で
あ
る
が
、
都
市
部
に
限
れ

ば
一
七
・
三
％
で
あ
る
。
ム
ス
リ
ム
は

都
市
部
に
よ
り
多
く
居
住
し
て
い
る
。

本
稿
で
扱
う
州
の
都
市
部
に
お
け
る
ム

ス
リ
ム
の
人
口
比
は
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州

一
五
％
、
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ

州
三
三
％
、
ビ
ハ
ー
ル
州
一
九
％
、
西

ベ
ン
ガ
ル
州
一
九
％
と
な
っ
て
お
り
、

ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
が
こ
の

四
州
の
な
か
で
は
最
も
高
い
（
以
上
二

〇
〇
一
年
人
口
セ
ン
サ
ス
）。
こ
れ
か

ビハール州ダールバンガー県シルニア村のリーダー達。シルニア村は
人口約9000人のうちムスリムが約6割。リーダーによると、「ビハー
ル州電力庁や県庁は、電気がほしいという我々の要求になかなか反応
してくれず、我々は団結して運動した。州首相がダールバンガー県を
訪問した時にはデモンストレーションもやった。その結果一応村には
電線はひかれた。しかし、まだ電気はいつ来るのかわからない」。
インタビューおよび写真は筆者による（2009年9月25日）。

グジャラート州（15） ウッタル・プラデーシュ州(33)
ムスリム人口 電灯使用 ムスリム人口 電灯使用
30％以下 91.9 30％以下 66.4
30％以上 89.7 30％以上 60.7
差  2.3 差  5.7
ビハール州（19） 西ベンガル州(19)

ムスリム人口 電灯使用 ムスリム人口 電灯使用
30%以下 42.9 30%以下 69.8
30%以上 40.7 30%以上 48.7
差  2.1 差 21.1

表1　都市部の地区におけるムスリム人口比率と電灯使用率（％）

（注）“（　）”内は都市部におけるムスリム人口比率。
（出所） Government of India (Office of the Registrar General) ［2003］ Census 

of India 2001 - Tables on Houses, Household Amenities & Assets.
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ら
、
三
〇
％
を
基
準
と
し
て
都
市
部
の

ム
ス
リ
ム
人
口
比
率
が
そ
れ
以
下
と
以

上
と
な
る
「
地
区
」
を
分
け
て
各
々
の

平
均
電
灯
使
用
率
を
見
た
も
の
が
表
1

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
の

州
で
も
ム
ス
リ
ム
人
口
比
が
大
き
い
方

が
電
灯
使
用
率
は
小
さ
い
。
し
か
し
、

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
、
ビ
ハ
ー
ル
州
で
は

そ
の
差
は
小
さ
い
。
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州

の
場
合
、
都
市
部
で
は
九
割
以
上
の
世

帯
が
電
灯
を
使
っ
て
い
る
の
で
差
が
出

に
く
い
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
四
州
の
う
ち
最
も
後
進
的
な
ビ

ハ
ー
ル
州
で
は
ム
ス
リ
ム
の
居
住
地
域

と
そ
の
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
居
住
地

域
の
間
で
大
き
な
差
が
な
い
。
一
方
、

ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
や
西
ベ

ン
ガ
ル
州
は
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
差
が
あ
る
。
特
に
西
ベ
ン
ガ
ル
州
で

の
差
は
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
単
純
な
表
か
ら
で
は

ム
ス
リ
ム
と
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
電

灯
使
用
率
が
本
当
に
ム
ス
リ
ム
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
が
ゆ
え
な
の

か
、
そ
れ
と
も
、
経
済
的
、
社
会
的
格

差
な
ど
他
の
要
因
の
ゆ
え
な
の
か
、
判

然
と
し
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
報
告
の
元

と
な
っ
た
研
究
で
は
他
の
説
明
変
数
を

同
時
に
投
入
し
て
、
そ
の
影
響
も
考
慮

し
た
う
え
で
判
断
し
た
。具
体
的
に
は
、

各
地
区
の
「
電
灯
設
置
率
」
を
説
明
す

る
た
め
に
、「
人
口
構
成
不
均
一
性
」、

「
ム
ス
リ
ム
人
口
比
率
」、「
人
口
規
模
」、

「
良
い
家
屋
」、「
指
定
カ
ー
ス
ト
」
を

説
明
変
数
と
し
て
重
回
帰
分
析
（
操
作

変
数
法
）を
行
っ
た
。こ
の
な
か
で
、「
人

口
構
成
不
均
一
性
」
は
前
述
の
仮
説
一

を
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
各
地

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
成
が
ど
の
程

度
不
均
質
な
の
か
示
す
指
標
で
あ
る
。

「
ム
ス
リ
ム
人
口
比
率
」
は
仮
説
二
に

対
応
す
る
指
標
で
あ
る
。
ま
た
、
ム
ス

リ
ム
以
外
の
社
会
的
弱
者
層
も
考
え
て

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
で
最
も
弱
い
カ
ー
ス

ト
で
あ
る
「
指
定
カ
ー
ス
ト
」
の
人
口

比
を
加
え
た
。
そ
れ
に
加
え
、
大
き
な

都
市
ほ
ど
電
気
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
「
人
口
規
模
」、
経

済
的
に
裕
福
な
地
域
ほ
ど
電
気
が
整
備

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
家
屋
の

材
質
か
ら
な
る
総
合
指
標
で
あ
る
「
良

い
家
屋
」
を
説
明
変
数
に
加
え
た

（Kondo

﹇2011

﹈）。
紙
面
が
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
詳
細
な
分
析
結
果
を
こ

こ
で
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
概
ね

以
下
の
結
論
を
え
た
。

　

統
計
的
検
証
の
結
果
は
や
は
り
州
の

一
般
的
状
況
に
よ
っ
て
違
う
も
の
と

な
っ
た
。
都
市
の
「
人
口
規
模
」
は
グ

ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
を
除
け
ば
ほ
ぼ
重
要
な

説
明
変
数
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

が
、
地
区
の
経
済
状
況
を
表
す
「
良
い

家
屋
」
は
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
お
よ
び
西

ベ
ン
ガ
ル
州
の
み
明
確
で
、
こ
れ
ら
の

州
で
は
経
済
状
況
が
良
い
地
区
ほ
ど
電

灯
使
用
率
も
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

「
指
定
カ
ー
ス
ト
」
は
ど
の
州
に
つ
い

て
も
は
っ
き
り
と
し
た
傾
向
は
見
い
だ

せ
ず
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
の
最
底
辺
と

電
灯
使
用
率
の
間
に
は
マ
ク
ロ
な
レ
ベ

ル
の
分
析
で
は
明
確
な
関
係
は
見
い
だ

せ
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
二
つ
の
仮
説
に
関
し
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
混
在
し
て
い
る
こ
と

が
供
給
レ
ベ
ル
の
低
下
を
も
た
ら
し
て

い
る
と
す
る
仮
説
一
は
ど
の
州
に
お
い

て
も
ほ
と
ん
ど
重
要
で
は
な
い
。
そ
れ

に
対
し
て
ム
ス
リ
ム
自
体
の
社
会
的
、

政
治
的
弱
さ
ゆ
え
に
供
給
レ
ベ
ル
が
低

い
と
す
る
仮
説
二
の
方
は
ウ
ッ
タ
ル
・

プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
や
西
ベ
ン
ガ
ル
州
、

特
に
西
ベ
ン
ガ
ル
州
で
支
持
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
州
の
都
市
部
で
は
、
人
口
規

模
、
地
域
の
生
活
水
準
、
指
定
カ
ー
ス

ト
の
存
在
な
ど
を
考
慮
し
て
も
、
ム
ス

リ
ム
居
住
地
区
で
電
灯
の
普
及
率
が
低

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
は
多
数
派
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
対
ム
ス
リ
ム
の
大
規
模
な
暴
動

が
近
年
た
び
た
び
起
こ
っ
て
お
り
、
ム

ス
リ
ム
と
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
社

会
的
亀
裂
が
大
き
く
、
ム
ス
リ
ム
が
、

電
灯
と
い
う
基
本
的
な
準
公
共
財
の
供

給
に
お
い
て
、「
差
別
」
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
も
あ
っ
た

が
、
し
か
し
実
際
は
、
同
州
で
は
都
市

部
の
電
化
水
準
が
全
般
的
に
非
常
に
高

い
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
差
異
が

目
立
た
ず
、
統
計
的
に
明
確
な
結
果
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
電
化
水
準
が
四
州

の
な
か
で
最
も
低
い
ビ
ハ
ー
ル
州
に
つ

い
て
も
明
確
な
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
同
州
で
は
特
に
ム
ス
リ
ム

と
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
間
で
は
電
気

に
関
し
て
目
立
っ
た
差
は
な
い
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
。

●
社
会
経
済
発
展
と
ム
ス
リ
ム

　

イ
ン
ド
の
ム
ス
リ
ム
人
口
で
ウ
ッ
タ

ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
は
二
二
・
二
％
、

西
ベ
ン
ガ
ル
州
は
一
四
・
六
％
と
第
一
、

二
位
を
占
め
る
。
こ
の
よ
う
な
州
の
都

市
部
ム
ス
リ
ム
居
住
地
区
で
電
灯
普
及

率
が
明
確
に
低
い
と
い
う
状
況
は
、
ム

ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
社
会
的
、

経
済
的
に
後
進
的
な
状
況
に
あ
る
と
い

う
大
き
な
問
題
の
一
部
で
あ
る
。
マ
ン

モ
ー
ハ
ン
・
シ
ン
統
一
進
歩
連
合
内
閣

は
二
〇
〇
六
年
六
月
に
「
少
数
派
の
福

祉
の
た
め
の
首
相
の
新
一
五
ポ
イ
ン

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（Governm

ent 
of India 

﹇2006a

﹈）
を
打
ち
出
し
、

少
数
派
に
関
し
て
そ
の
教
育
や
雇
用
の

状
況
の
改
善
、
宗
派
暴
動
の
防
止
、
ス

26アジ研ワールド・トレンドNo.187 （2011. 4）



ラ
ム
な
ど
居
住
条
件
の
改
善
を
重
点
政

策
と
し
た
。
ま
た
、
近
年
、
少
数
派
に

も
公
共
部
門
で
優
先
的
に
採
用
さ
れ
る

特
別
の
「
留
保
枠
」
を
設
け
る
案
な
ど

も
検
討
さ
れ
て
い
る
（Governm

ent 
of India

﹇2007

﹈）。
こ
の
よ
う
な
政

策
が
、
ム
ス
リ
ム
の
社
会
的
、
経
済
的

底
上
げ
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
う
る
か

は
予
断
を
許
さ
な
い
が
、
急
速
に
成
長

す
る
イ
ン
ド
に
お
い
て
特
定
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
取
り
残
さ
れ
る
状
況
は
社
会

の
安
定
と
い
う
面
か
ら
も
問
題
が
大
き

く
、今
後
の
な
り
ゆ
き
が
注
目
さ
れ
る
。

（
こ
ん
ど
う　

の
り
お
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

南
ア
ジ
ア
グ
ル
ー
プ
）
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